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塩化ビニノゼの、乳化重合
特に乳化剤の影響について

轟
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1．まえが’き

淺　原　照　三＊

　　近年における合成樹脂工業の発達はまことに目覚しい

　ものがあり，各種の合成樹脂が研究室より大量生産工程

　に移され，種々の需要を充している現状である．これら

　の合成樹脂のうち，熱可塑性樹脂に属するポリ塩化ビニ

　ルは，わが国において特に親しみのある合成樹脂である・

　ポリ塩化ビニルについては諸外国においては精細に研究

　され，優秀製品の生産により各種の需要に応じているが，

わが国においては一，二の優秀製品を除いては一般に立

ち遅れの感が深く，特にその製晶の均一性において劣つ

5いるようである．しかし資源的に観察しても塩化ピ訟

ル工業はわが国において，その質および量の両面におけ

る充実が特に要求され，各社においても品質改良の研究

が日夜行われている状況である．周知のように塩化ビニ

ルの重合法には　1）塊状重合法，－2）　溶液重合法，3）

乳化重合法，4）懸濁重合法の4方法があるが，塊状重

合法は重合体の取扱いが困難であり，溶液重合法では高

重合度の重合体を溶かす適当な溶剤が少く，ベソゼソ，

アルコールのような普通の溶剤では高重合度のものが得

られない．これに反して乳化重合法，懸濁重合法による

時は高重合度のものが粉末状で得られるので，工業的に

は乳化重合法が一般に採用されている．
ノ

　ー－rwに重合反応には各種の困子が大きな影響を与えて

いる．乳化重合について言えば触媒の種類，量，乳化剤

の種類，重合温度，量，重合時間，pH，麗搾の有無等であ

る．当研究室においては，重合時間，温度を一定とし，‘

触媒としては製晶の熱安定性を考慮して過酸化水素，過

酸化ベソゾイルを使用し，pHは重炭酸ナトリウムの添

加により4～11の範囲に調節して，乳化剤の種類及び量

が製品の性状にどのような影響を与えるかに重点をおい

て研究を進めた．

2．実験の部 禰

1）乳　化剤
乳化剤ζしては陰イオン型乳化剤として高級アルコ・・一

ルの硫酸エステル，アルキル・アリル・スルホン酸ナト

リウム，非イオン型乳化剤としてポリエチレングリコー

ル・モノラウレ’ト，ギリエチレソグリコP一ル・モノラ

ウリルエ7テル，陽イオソ童乳化剤としてアルキル・ピ

三浦金　吾＊＊

リジニウム・クロライド，アルキル・トリメチル・アy

モニウム・クPライドを使用した．

　これらの三つの型の乳化剤はすべて当研究室で合成し

たものであるが，合成法の記載はすべて省略することと

　　　　’する．

　以下の研究においては便宜上次の略号を用いた．

（a）L．S．S．；ラウリルアルコe－一！ルの硫酸エステル・ナ

　　　トリウム塩C12H25・OSO3Na

（b）A・A・s・N・；1アルキ・いアリル・スルホン酸ナト

　　　リゥム（RはC12を採用した．）

　　　　　　　　　　R
　　　　　　　　　G　s・，・・

（c）P．E．M．Ln　・22；ポリエチレソグリコPルモノ

　　　ラウレ・’”ト，nはポリ手チレソグリコ・・r・・ルの重合・

　　　度を示す．HO（CH2－CH，，一一一〇．）n・00Cl1H23

（d）　PE．VLL．E．　n＝・22；ポリエチレソグリコr…ル・

　　　モノラウリルエPデル，nはポリエチレングリコ

　　　f・…ルの重含度を示す・HO（CH，・－CH，・－O）nOCCn

　　　H二5

（e）　L／T．M〔．A．C．；ラウリル。トリメチル・アソモ、n

　　　ウム・クロライド

　　　　　　　　　C12H£5＼
　　　　　　　　　　　　N－Cl
　　　　　　　　（CH3）M／

（f）　0．T．M．A．C．；オクタデシル・トリメチル・アゾ

　　　モnウムクロライド、

　　　　　　　　ClsH37＼
　　　　　　　　　　　　N－C1
　　　　　　　　（CH3）3ノ

（g）D．P．C．；ドデシル・ピリジニウム。クロライド
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　これらの乳化剤の種々の濃度に挙ける表面張力および

ベソゼン，酢酸ビニルに対する界面張力を測定しtと．こ

れらのうち代表的なものを示すと第1，2，3表のように

なる1

2）塩化ビニルの乳化重合

　前記3種の乳化剤を用いて塩化ビニルの乳化重合を行

つた．重合触媒としては主として30％過酸化水素を使

用し，一部分過酸化ベソゾイルを使用した．

一塩化ビニル単量体は，2％硝酸銀アルコPル性溶液お
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第1表表画農力（dyne／cm）

生産研突
第3表　対酢酸ビニル界面張力（20℃）（dyne／cm）

　剤翫度eめ　　縷

2

1’

0．5

0．25

0．125

0．063

0．031

0．016

0．008

ドデシル・ピ

リジニウム・

クロライド

35．9

33．6

42．9

53．2

ドデシル’ピ

コリニウム・

クロライド

36．6

40．0

41．0

48．3

56．2

ポリエチレン　ポリエチレン
グリコール。　グリコPtル．
モノラウレー　モノラウリル
ト　　　　　　　エ－テル
（n：＝22）　　　（h＝塑）＿＿

30．3

30．3

30．4

31．2

33．2

35．9

41．6

47．3

．P8．1

42．3

41．0

39．3

39．9

41．1

43．1

48．7

52．9

8

4

2

1

0．25

0．063

0．016

0．004

0．001

ドデシノ；・ピリジ

ニウムクロライド

，2．79

3．40

　4ユ0

　4．88

　8．06

11．8

・．13．1

13．6

13．8

ドデシル・ピ゜コリ

ニウム・クロライ
ド

2．90

9．68

4．34

5．77

10．7

12．4

12．8

13．0

オクタデシル・ト
リメチル。アンモ
ニウム・クロライ．
ド

2．71

2．90

3．28

3．66

424
5．38

6．53

10．5

13．4

第2表対ベソゼソ界面張力（20°C）（dyne／cm）

　　　　
蒸留別

“

14．2

剤

翫度eめ　　濃

8

4

2

1

0．25

q．063

0．016

0．004

0LOo1

ジイリ一フピロ
．ク

ル・シムデウドニド

　2．75

　3．25

　3．42

　3．68
・　11．6

　21．0

　25．8

　26．9

　28．2

ドデシノレ・ピ「コリ

ニウム・クロライ
ド

2．18

2．58

3、27

6．44

14．7

21．4

25．5

28．7

オクタデシル・ト
リメチル・アンモ
ニウム・クロライ
ド

2．57

2．91

3．37

3．96

4．41

5．16

7．61

18．4

25．6

蒸酬 34．1

よび塩酸カルシウム管を通して精製したものをドライア

イスのメタノe－・ル溶．

液（－60～－70°C）の

中に入れた容器に捕

藻した．これを軟質、

ガラス製のアソプル

〈第1図）に入れ，乳

・化重合を行つた．ア

ンプルは使用に洗立

ち重クロム酸カリー

膿硫酸混液を入れ2

・～3日放置後，水，ア

ンモニア7k，水で洗

・浄し最後に蒸留水で

水洗後乾燥した・i乳

・化剤水溶液は40　CC・．

馴圏畠　■■■　■卿　●脚9一

　　　●
24Cm

　　　「「一一　　　　塩イヒビニル

　　　65Cm　　　及び触媒車曹
．”＿－i－一

　　　　　，、c．　l　　l

　　　　　－→　32Cmi一

　第1図重合用アンプル

を使用し，これに適当量の触媒と約209の塩化ビニル

をを入れた．このままでは液のpHが6であるから，2％

、重炭酸ナトリウム溶液2CCを添加し大体pHを8とし

一fe．このアyプルを熔封後，40°Cの恒温槽中で30～40

gr・p・m．の速さで回転振盈させ，一定時間重合を行つた．

　重合後冷却して封を開き，未反応の塩化e“ニル単量体

を徐々に気化さぜ，その減量より未反応単量体の量を求

め重合率を決定しfe．重合体は乳化剤，触媒，重曹を含

んでい為から，10％塩化カルシウム7kza液で塩析し・

約llの水で洗浄後さらに約200ccのメタノPルで洗灘

し乳化剤その他の不純物を除去し，40～50℃の乾燥器

中で24hr以上乾燥し，さらに真空デシケーター中で24

hr乾燥し，爾後の試験に供した・（第4表参照）

3）　軍均重合度の測定

　平均重合度の測定は信頼性には乏しいが，一一maに使用

されている粘度法による事とした．試料のポリ塩化ビニ

ルは真空デシケータ幽中で24hr以上乾燥して水分を1

％以下としたものを用い，溶剤には真空蒸留によつて精

製しfeニトT・n：ソゼソを使用しtc．試料約O，2　gを精秤

し95・ccメスフラスコに採り・二一ベソゼソを加え

て正穂こ50ccの溶液とし，100°Cで試料を完全に溶

解させ，さらに30min同温度に保ち・その20　ccを採

つて粘度測定試料とした．粘度計は溶剤落下時間50秒

前餐のUbellohode粘度計を用い，30°Cの恒温槽中で’

相対粘度を測定した．　　　　　　　　　　　　　L．

　h平均重合度を決定する粘度式としては種々のものが提

案されているが，現在の所最も適当と考えられている桜

田式を採用した．

　　　　　P－5Q・｛・nti1・9躍一・｝

　ここにPは平均重合度，［op］　NBは溶剤としてニトP

ペンゼソを使用した場合の極限粘度を表わす．

　極限粘度は［η］－lim細Cで表わされるがジこの求め

　　　　　　　　c　o
，方に樋々の式が提案されている・この実験においては

計算に便利なSchulz式を採用しfe・

　　　　　　　　［・〕一、轟，

　　　ナこだしKη＝＝O，26，0，28，0・30，0・32　　1　’

，ここにcは溶液の濃度（9の，Vrel　x相対粘度（純＝

．しや　，ノ　乙．、ヨ　T＼，，∵，賑壁＿．

ヤ6
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　　　表4表　ポリ塩化ビ＝ルの重合率および平均重合度
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実験 分散媒
水溶液
濃度
（％）

塩化ビ
ニル
（9）　種類

触　・媒 合間0重時伍 重　合物

番号　　　孚Lイヒ剤
触媒／

単量体
（％）

重合率
　　　性状（％）

・ηト

d2弓4→絡4縮AAAAAAAA

　L．S．S．

　　〃

OT．M．A．C．

1．0　　19．5

1．0　20．0

1．0　20．2

1．0　20．0

3．0　　19．8

3．0　　19．6

5．0　　20．1

5．0　　19．5

H202
〃

〃

＜5『

＜5

93

87

91

末末末末末末粉粉粉粉粉粉

ビ〆

司峨弓4崎巧岬謡BBBBBBBB

　L．S．S．

　　〃
0．T．M．A．C．

1．0　　19．6

1．0　　18．8

0．7　　18．8

0．7　　18．8

0．4　　18．9

0．4　　19。9

0．1　　20．0

0．1　　19．0

〃

〃

〃〃〃

go　　4

90　　4

90　　81

90　　84

90　　63

90　　68

90　　17

90

粒状

トロベソゼソに対する），ηspは比粘度

（η。ρ＝η惚」－1）を表わすものである．

上のようにSchulz式を用いる場合
董護C・＝4・／1前後の灘ではK・＝・・28を

1370

1350

1280

1270

1230

1000

ρ

偽

勢

〃

〃

〃

〃

状状状状状粒塊塊塊塊

1210

1270

1400

1190

950

1120

91491

蓉隷隷羅

昭弓4遍→4縮DDDDDDD

0．T．MA．C．

〃

〃〃

0．05　　20．1　　　〃　　　　　1

0．1　　18．4　　　〃　　　　1

0．2　　19．5　　　〃　　　　1

0．4　　2｛｝．1　　　〃　　　　1

0・8　　　19．8　　　〃　　　　　1

1．6　　20．3〆　　〃　　　　ユ

3．2　　18．2　　　〃　　　　1

40　　93

40　　90

40　　92

40　　87

40　　93

40　　90

40　86

塊状　1550

塊状1470
塊状　1400

粒状　1670

粒状　1600

繋隅

採用するとよい．

　前頂の条件で乳化重合を行つたもの

に関し平均重合度を求めた結果は第4

表のようになる．本表中実験番号のA

～Gのアルファペット字の同一のもの

は同一時に同一條件で實験したもので

ある．各實験ごとに標準のためラウリ

ルアルコールの硫酸エステル塩てモノ

ゲン）を入れて実験を行つた．　　．

4）　重合物の熱蜜定性試験

　ポリ塩化ピ＝ルは加熱により分解し

て塩酸を発生するが，この塩酸の発生

量はポリ塩化ビニルの熱安定性の良否

を決定する目安となる．

　この実験では第2図に示すようなU

字管中に11～29の試料ポリ塩化ビニ

ルを精秤して採りプこれを一定温度め

油浴中に一定時間入れ，一方より空SC　’

（30％水酸化ナトリウム水溶液および

濃硫酸で洗灘した屯の）を通じ，試料

の加熱分解によつて生じた塩酸ガスを

　　　　　　　　　　　　　　，蒸留水に吸収させ，これを1／10　N　Na

OH液で滴定して塩酸量を決定した．

この場合油浴の温度が高い程，また加・

熱時聞が長い程，塩酸の発生量が多く

なるのは当然である．

　熱安定性試験の結果を示すと第5表

のようになる．なお挫較のため，米国

製ポリ塩化ビニルとしてVycanacを

とり熱安定性を灘定したので，この実

験値も併記した．

5）実験結果の総括

　乳化剤と重合率，平均重合度，およ

び熱安定性等の結果を総括し，これら

の関係を図示すると第3，4，5図の　　　、

ようになる．

3．実験結果の考察

SCLP

、

→昭．弓4、嶋EE豆EE

牽

＼

　　憶、ゼ臨

1．Ol　20．2

0．1　　119．2

0．2　脚20．1

0．4　　20．1

0。8　120．7

　　i

H202

　〃

〃

〃

〃

130129
130

130

工30

130

AUOOO

’

粉末　1080

　t

　以上の実験結果を考察すると塩化ビ

　ニルの乳化重含について次のようなこ

　とが言える．t

・1）　A，B，　D’の実験結果より明かな

　ように，同一乳化剤を使用して重合さ

せる場合は，∫過酸化ペソゾイル触媒の

妬
　　f－：；’
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　一一一一一一【

一
FFFFFFFF

12345678

［一一一一一一＝

GGGGGGGG

〃〃〃

　L．S．S．

L．T．MA．C．

〆　　〃

〃〃〃〃

〃

L．S．S。

A．A．S．N．

　〃

　〃

　〃

　〃
〃

〃

624一136

1．0

0．05

0．1

0。2
／

0．4

0．8

1．6

32

0．5

0．05

0．1

0．4

0．7

1．0

3．0

5．0

20．5

19．9

2）．5

19．7

19．2

19．6

20．0

20．6

20．5

20．6

19．8

20．5

20．3

19．6

19．5

19．5

20．3

20．2

19．8

〃

〃

〃

〃

〃

〃〃

モ、

　／1．

　〃

〃

〃

〃

〃

〃

555

55555555

130

・130

130

5555555599999999

0000000044444444

　0

爆発＊1

901粉末850
　　i
爆発＊

2624∩28346

OAU

028656・8

末末末末粉粉粉粉

鱗綴謙鱗

1300

1780

1540

920

740

800

680

750

790

1140

1360

註零表中の爆発とあ6のは，重合中アンプルの爆発を生じ重合物の得られなかつたものである．
、
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穣酸　30％　　　　ホ酸化　　　　ナトリウム溶汲1�

気

産硫究
臨その他の添加剤に関係する．

）同一触媒を用いて重合を行う時

ま，非イオソ型乳化剤は陰イオソ及び

イオソ型乳化剤に比して重合速度が

ちじるしく遅い」重合度は乳化剤の

類によつて大した影響ぱ受けない

，陰イオソ型乳化剤に比し，陽およ　’

非イ牙ソ型乳化剤はやや良好な結果・

示した．

）陰及び陽イオソ型乳化剤の場合
　　　　　　　　　　　　　　　　喪
，乳化剤の濃度が大きくなるに従い

合速度は大となるが，ほぼ0。7％以

の濃度では，重合率はほとんど一驚

てくる・すなわち0。て％附近の確度

最適と考えられる．非イオソ型乳化

の場合，ポリエチレソグリコール基

鎖の長いほど重合速度が早くなり，

＝30附近において最も速くなるよう

ある．n＝35となると重合速度はや

遅くなる．

）陰および陽イオン型乳化剤の場合

，乳化剤の濃度が大きくなるに従

，また非イオソ型乳化剤の場合は乳

剤分子の鎖の長さが長くなるに従い

合度はやや上昇する傾向が認められ

．

）熱安定性は一般に非イオソ型のも

がよく，陽イオン型がこれにつぎ，

イオソ型のものは幾分劣る．同一乳

剤を使用した場合，その濃度による　　　、

安定性の変化には一定の幽職
れ．なかゆた．　　　　　　　　　　t

”

爵

00c

2図熱安定性試験器

溜

イズン型卑t｛ヒ翻｝
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　　　第3図　乳化剤と重合率との関係　　　　　一、

〆
が過酸化水素触媒の場合より重合速度も重合度も大で

り，重合体の熱安定性はほとんど相違がない．従つて

化重含の場合には過酸化ペソゾイルは優秀な触媒とし

推奨できる．

）熱安定性は重合速度，重合度には関係なく乳化剤

　46一

捌’�

イオン蟄乳化剤融

}溺o、�

　　　陰および陽イオン型乳化剤伽
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4図　乳化剤と平均重合度との関係

）陰イオン型￥L化剤中　高級アルコt…ルの硫酸工x．テー

を使用した揖合は過酸化水素触媒5％を用いて，170

聞要レてやつと50％の璽合率を示し・重合度も高タ

い．アルキル・アリル・スルホン酸ナトリウ本はその

合速度ぽきわめて大きいが重合度が低く，熱安定性も

・，
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　第5図　乳化剤と熟安定性との関係

・一ﾊによくない．

8）陽イオン型郵化剤中，アソ干＝ウム塩型のものは重

舎速度も重合度も比較的良く，熱安定性もドデシル・ト

　　　　　　　　　　　　　第5表

411

リメチル・アンモニウム・クロライドの場合特に優秀な

結果を示した．これに反し，ピリヅニウム塩型のものは

重合速度，重合度，熱安定性きわめて悪く，過酸化水素

触媒に関する限り使用に耐えない．

9）　非イオン型乳化剤では，エーテル型のものよりエス　　　ノ

テル型のものの方が重合速tWe．重合度，熱安定性におい

て良好な結果を示した．

10）以上の結果より乳化重合の機構について考察して見

ると，過酸化水素のように単量体に難溶性の触媒を用い

tc時は，乳化剤の影響は特に大きく，遊離ラジカルは水

柑または乳化剤のミセル中で生じ，この場所で重合反応　　・

が行われるのである．　　　　　　　　　　s

　過酸化ペンゾイルのように単量体に可溶性の触媒を用

いる場合は，乳化剤の影響はあまり大でなく，遊離ラジ

ポリ塩化ビニルの熱安定性

実験
　一分　　散　　媒

番号
触溶％水濃く

剤化乳
媒重ﾙ間

Vycanac

Vycanac

Vycanac：

38
一一
AA 0．T．M．A．C．　　1．0　‘　H202

　　〃　　　　　5．0　　　　　〃

∩V∩V9Q》

37・

一一
BB 〃

〃

0．7

0．1

〃

〃

（UAU9Qヅ

平均
重合度

1370

1000

1210

950

一［一一「一

CCCCCC

C－13

C－14

C－15

　　L、S．S．

P．E．M．L．　n＝6

　　〃　’n　。8．5

　　〃　　血＝：22

　　〃　　n　・35

　　〃　　n＝13．5

P．E．ML認誘
　　　等量混舎物
P．E．M．L．E．　n・＝22

　　〃　n＝　35

5．0

5．0
　タ
5．0

〃

〃

〃〃〃〃

〃

〃

〃

170

170

170

170

170

170

170

【・27・

翻
lll9

　1070

1170

170　　　1040

170　、　　　1170

12開FO8

一【｝一

DDDD L．S．S．

0．T．A．C．

　〃
〃

　500421000り

（C6H5CO）202

　　〃
〃〃

40
@4040

1450

1550

1670

1700

E－－81D・P・c・ 16・4 H…｝・3・ 850

235

一「一

FFF D．TMC．

　〃　・

〃

0．05

0．1’

0．4

〃〃〃
一b559Q螺Qり

1300

1780

920

G－2 A．A．S．N． 0．05 〃 40 740

G－5』
@　’

〃 0．7 〃 40　’ 750

G－8 〃 5．0 〃 40 1360
隣

■

熱　安　定　性、試　験

度温Q熱c加
　　

試（

1．027

1．881

1．267

1．324

1．265

1．280

1．022

1．763

1．134

1．198

1．337

1．293

1．287

1．744

130

ヱ30

150

150

150

150

150

150

150

、150

150

150

150

150

1．319　1150～160

1．428　　150

1．698　　　，150

1．289　　　　150

1．119　　　　150

1・862 P　150

加熱時間
　（hr）

3．0

3．0

3．0

3．Q

3．0

3．0

3．0

3．0～3、5

　3．0

3．0～3．5・

　2．5

　2．5

　3．0

3．0

にし撫鱒
試対た

’0．096

0．101

0．23

0．81

1．79

0．80　　・

0．69

0．55

0．30

0．63

0．42

0．40

0．45

0．46噛

2．5　　　　0．89

3・0’P0・39
3．0

3．0

3．0

3．0

　0．59

．0．44

　1．04

　0．49

li…7！・5・！3・・

1．082

1．230

1．277

1．401

1．244

1．103

X50

150

150

1．94

150

150

150d

3．0

3．0

3．’O

3．0

ぎ．0

3．0

0．24

0．44

0．47

0．63

1．23

1．08

／

・一““．L．． A、r

1’N

議
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第　　6　　表

乳化剤

度数度濃n速適過合最最重

重合度

熱安定性

陰、イオソ型

1ラウリルアル
コr’・一ル硫塩匡

1ステル塩

遅　　い

普　　通
（1000～1300）

普　　通
　（0．6）

アルキル・ア
リル，スルホ
ン酸ナトリウ
ム

0．7％

速　　い

低　　い
（700～1400）

悪　　い
（0．6～1．2）

陽　　イ　　オ　　ソ　型 非　イ　オ　ソ　型

・・ムド

ルルウイ
シチニラ

デメモロドリンク

ルルウドシチニイ
デメモラ

タリンロクトアクオ・・ム

0．7％

普　　通

普　　通
（1000～1400）

普　　通
（0．6～0．7）

普　　通

やや高い
（1000～1800）

良　　好
（0．3～0．5）

ドデシル・ピ

リジニウム。

クロライド

6％以上

遅　　い

きわめて低い
　（850）

きわめて悪い
　《2．0）

ポリエチレソ
グリコール・
モノラウレre
ト

　5％以上

　22～35

遅　　い

普　　通
（1000～1300）

良　　好
（0．3～0．6）

ポリエチレソ
グリコール・
モノラウリル　、
エβテル

　5％以上

　22～35

遅　　い

普　　通
（1000～1300）

やや良好
（0．4～0．8）

歪

　ヵルは油相または乳化剤のミセル申で生じ，ここで重合

　反応が行われるのであろう．

r　最後に乳化剤の種類による長所，短所を一括して見る

　と第6表のようになる．（過酸化水素触媒の場合）

4．あとがき

ポリ塩化ビニルめ熱安定性を考慮して，過酸化水素，

過酸化ペソゾイルを触媒として乳化重合を行つた研究に

ついてその概要を報告した．目下綜合試験研究として行’

つているポリ塩化ビニルの絶縁性向上の研究と共にさら

に種々の観点より研究を続行している．この研究を行う

に当り絶大な御便宜RS　十つていただいた工業技術院東京

工業試験所水谷久一．技官に深謝の意を表する．

　　　　　　　　　　　　　　　　（1952・7・30）

鉦薫疑

贈

時所者表　　席日擾出発

　　　　　　　第44回　　自　動制御
　6月24日（火）　午前10時～午後4時・
　学士会館（赤門前）

　59名
1　「ボイラのA．C・C・について」
2　「船の’t”一トパイロツトについて」

3　「自動制御用語私案」

研機研

鷹立

運北日氏氏氏野木尾寺鈴今

　　4文献紹介「ボイラの圧力制御の問題；B．W．　K．；Nov．1951，0etkar　u．　Schr6der」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高　橋　氏（東大生研）
　　5「Hitachi　Tuning　Dynamoについて」　　　　　　　　今尾氏（日立研）
次回　　8月19日（火）　学士会館　午前10時～午後4時

編集後配

◇本号は応用化学並びに冶金一す

なわち化学系のみの寄稿によつて編

集した．はじめは化学上のあるテr

マによる特集とする希望もあつたが

結局各自の専由について自由に書い

てvgただくことになつた．従つて化

学特集であるが，特集号という名は

載せないことにした．

◇我田引本の感はあるが・化学工業

は貧乏国日本の大いに力を注ぐべき

ものと思う．そういう意味で編集の

目標に少し不明確なうらみはあつた

が，久し振りで化学の特集としたこ

とは悪い企画であつたとは思つてい

ない．

◇なお本号は巻末に筆者紹介，＝ユ

ー・Ex，ま左各編のはじめの解説等を

省略した．もちろん頁数の関係がそ

の主な理由であるが，必ずしも従来

の型をとうしゅうしなくてもよかろ

うと思つたからでもある．（S．0．）

編集委員

編集委員長　　　　　友田購
゜編集委員小川岩雄渡辺　勝
　　　　　　水町　長生　石原　智男

　　　　　　松永　正久　沢井善三郎

　　　　　　野村民也野跨　弘
　，　　　　＊久松　敬弘＊岡宗次郎

　　　　　一星埜　和浜口隆一・
　　　　　　星野昌一
編集幹事　下村潤二朗
編　集・室　水野　晴明

誠文堂新光社　清水　憲一

　　　　（＊印は当番委員）
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